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03

 レジリエンシー ( 回復力 ) を優先する
組織は、変動への対処に優れ、変化に適
応し、チャンスをものにする態 勢 が 備
わっています。

 デジタル・トランスフォーメーションは、
相互に連携する人材、プラットフォーム、
プラクティスを含む継続的なプロセスで、
組 織 的なレジリエンシーを浸 透させる
効果的な手段です。重要項目の

見直し

デジタル・
トランスフォーメーションへの
アプローチ

適切な方法で適切なものを、少ない
時間と労力で構築できるようにする

はじめに
レジリエンスは単なる
マインドセットではなく、
競争力を得るための
重要な要素です。

人材

オープンな行動

多彩な才能

継続的学習

チームによる連携

プラットフォーム プラクティス

仕事の見える化

信頼と継続的な変更

重点の優先付け

DevSecOps

テクノロジー

再共通化

再利用可能なサービス

優れた運用



 テクノロジーへの投資を行ったにもかか
わらず期待した結果が得られないのは、必
要な変化を起こす態勢を整えていないから
です。

 変革を成功させるには、新しいテクノロ
ジーにかけるのと同じだけの力をかけて人材
とプロセスにも注力し、働き方を方針転換
する必要があります。このアプローチは、
IDC が「デジタリーディストロート」( デジ
タル化惑乱層 ) と呼ぶグループに入ることの
回避に役立ちます。¹

 短期的な考え方では場当たり的な結果し
か生まれず、イノベーションが限定的にな
ります。それに対してより強力で戦略的な

「デジタリーデターミンド」( デジタル化貫
徹層 ) の組織では、企業の骨組みに変革
が織り込まれています。

 この e ブックはデジタル・トランスフォー
メーションのガイドとなることを目的として
編纂されたものであり、リスクと複雑性を
最小限に抑えてあらゆるチャンスを掴むた
めのフレームワークについて説明します。
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 危機感を持つべきデータです。2023 年ま
でには、市場駆動型の運用への投資を怠る
組織の半分は、その結果として競合他社に
市場シェアを奪われることになると見込ま
れています。¹

 にもかかわらず、22% の組織が、デジタル・
トランスフォーメーションの成功を阻む主な
障壁は変化に対する組織的な抵抗/現状維
持であると回答しています。²

年
までには、市場駆動型の運用
への投資を怠る組織の半分は、
その結果として競合他社に
市場シェアを奪われることに
なると見込まれています。¹

デジタル・トランスフォーメーションに対してこのような
アプローチを採用する組織は、収益性、コスト最適化、
顧客満足度、優れた人材の確保という点で、同業他社
よりも高い実績を上げられます。

の組織が、デジタル・
トランスフォーメーション
の成功を阻む主な障壁は
変化に対する組織的な抵抗
であると回答しています。²

 デジタル・トランスフォーメーションの成功
についての IT エキスパートの見解を、「デジ
タル・トランスフォーメーションを遅らせてい
る理由：確認すべき 8 つの質問」でご確認く
ださい。

² Red Hat レポート、「2022 年版世界のテクノロジー展望：Red Hat レポート」、2021 年 11 月 11 日。

¹ IDC InfoBrief、Red Hat およびインテルの後援、「変革への全体的なアプローチ：顧客向け成果の迅速な達成」、文書番号 #US48036321、2020 年 7 月。

22%

https://www.redhat.com/rhdc/managed-files/rh-slowing-down-digital-transformation-questions-ebook-f29635-202109-en_0.pdf
https://www.redhat.com/rhdc/managed-files/ma-holistic-approach-to-transformation-analyst-material-f24649-202108.pdf
https://www.redhat.com/rhdc/managed-files/rh-2022-global-tech-outlook-overview-F30633-202110-en.pdf


第 1 章
バランスをとる
デジタル・
トランスフォーメーションの 
5 つの要素を探る

 デジタル・トランスフォーメーション
の取り組みを成功させるには、人材、
プラットフォーム、プロセスのバランス
を均等にとる必要がありますが、それ
以外にも考慮すべき事項があります。
それは、複雑な問題を解決しようとす
るとほぼ間違いなく、新たな課題に突
き当たると言うことです。

 デジタル・トランスフォーメーション
が失敗すると、テクノロジーや計画が
良くなかったと思いがちです。しかし
実際には、次に挙げる領域のいずれか
または複数で失敗があることが通常
です。この領域を
                                                                と呼ん
でいます。

 その領域は次のとおりです。

                                  デジタル・トランス
フォーメーションの 5 つの要素
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リーダーシップ

 望む成果を得るためにはそれまでの確立された働き方を変
えなくてはならない場合、失敗の確率は高まります。リーダー
シップが弱ければ、変化を起こすことはできません。

1

製品

 構築するソフトウェアが戦略的要件を満たしていない、また
は要件に沿っていない組織では、失敗が多く見られます。
ソフトウェアが組織の優先事項にない戦略に沿って設計され
ている場合にも、製品に関する失敗は起こります。

2

開発

 適切な開発成果を提供できない一般的な原因は、ビジネスに
プラスの効果をもたらすソフトウェアを作成できるような形で技
術的スキルとコミュニケーションスキルを組み合わせられないこ
とです。つまり、ビジョンを見失うと開発は失敗します。

3
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 ソフトウェアを構築またはデプロイしてい
る組織であれば、上記の領域である程度の
能力を持っています。難しいのは、これらの
領域がどのように相互に連携しているかを
知ることです。

 5 つの要素のつながりを理解すると、変革
への取り組みをより全体的な視点から把握
し、よくある (しかし隠れていることの多い) 

落とし穴を回避するのに役立ちます。

これらの失敗はリスクですが、
同時にチャンスでもあります。

アーキテクチャ

 組織のアーキテクチャに不備があると、柔軟性、スケーラビリティ、
セキュリティの実現はほぼ不可能です。

4

運用

 運用の失敗の特徴は、止まることのない変化の中で重要な要素
を稼働させ続けることができず、新しい課題への適応が困難にな
ることです。

5

 上記の要素のいくつかは個別の役割や部門のようにも思われます
が、しかし重要なのは、各要素は実は能力であり、各要素の中で
人材、プラットフォーム、プラクティスのバランスを維持しなければ
ならないと理解することです。

 さらに、これらの各要素は互いに強い依存関係を持つことを理解
しておくことも欠かせません。これらのバランスをとるには、5 つの
能力が常に連携、補強、サポートし合う必要があります。そうしな
ければ、1 つの要素が他の要素の足を引っ張り、全体が崩壊する可
能性があります。

それにより、リーダーは以下のことが可能になります。

継続的に変革する能力の構築を開始する

新しい製品とサービスを導入し、これまで以上に迅速に
取引を締結し、より多くの収益を創出する、より効率的で
敏捷なビジネスを生み出す

活発にコラボレーションする高パフォーマンスのチームを
育成する

これらを組み合わせると、
組織に
さらなるレジリエンスを
浸透させることができます。



開発 運用

製品 アーキテクチャ

リーダーシップ

戦術的

変化 安定性

戦略的

 デジタル・トランスフォーメーションへの
オープンなアプローチを導入する方法を、
「オープンソースのちからで実現するデジ
タル・トランスフォーメーション」でご確認
ください。

ここからは各要素を詳しく見ていき、
それぞれの要素で成功の可能性を
最大限に高める方法を説明します。

 これら 5 つの要素の観点からデジタル・ト
ランスフォーメーションを見ると、プロセスは
道のりというよりも、まっすぐに立って回転す
るコマを回し続けるための連携された動きで
あることがわかるでしょう。

 ある方向にだけ偏りすぎると、勢いが停滞
し、物事が悪い方向に進みかねません。

 要素を 1 つでも無視すると、デジタル・トラ
ンスフォーメーションの目標達成は難しくな
ります。
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https://www.redhat.com/ja/resources/digital-transformation-the-open-source-way-ebook


第 2 章

08

積極的な支持者の
必要性

リーダーが受け身の後援者
でいてはいけない理由

 リーダーシップで重要なことは、スピ
ードと決定力でビジネスを前進させる大
胆さです。前の章のコマの例えを使うと、
リーダーシップはデジタル・トランス
フォーメーションを動かす持ち手の部分
に相当します。

 しかし同時に、動きを急ぎすぎたり、す
べてを一度にやってしまおうとしたりする
と、どれほど優れた計画でも失敗に終わ
ることも理解する必要があります。着実な
成果の積み重ねを奨励する文化のほうが、
求めるメリットを実現する可能性がはるか
に高くなります。
 

 リーダーは組織内の全員に、デジタル・
トランスフォーメーションは数ある取り組み
の一つではないことを示す必要がありま
す。ビジネスのやり方、そしてバランスを維
持する方法について、新しいモデルを確立
することが重要なのです。

 取り組みを実現させる行動や働き方の奨
励から始めます。上級リーダーは変革プロ
ジェクトが組織の成功にとっていかに重要
であるかを説明し、リーダー全体の優先事
項であることを示します。



⁵ Kelly, Mike 他、「The Open Organization Guide to IT Culture Change」、Red Hat Inc.、2017 年 6 月。

⁴ BCG Research、「Flipping the Odds of Digital Transformation Success」、2020 年 10 月 29 日。

 忘れてはならないのは、変化には警戒
心、さらには恐怖心が伴うものであり、特
に現場に近い中間管理職にとってはなお
さらだということです。

 そうした人たちが必要なスキル開発およ
びトレーニングを受けられるようサポート
を提供する方法を探索し、プロジェクトの
開始と実行に最適な方法を計画する際に
は参加させるようにします。

成功したプロジェクトの成果を広く共有し、
他の部門や地域への適用方法を示します。

 結果を出せるリーダーはメンバーに、従来の
考え方から生じる障壁を見つけて排除するよ
うに働きかけます。そして成功するには実験、
コラボレーション、コミュニケーションが必要
であると理解させ、そうした行動には積極的
に報いるようにします。

Mike Kelly (マイク・ケリー)
The Open Organization Guide to IT 

Culture Change⁵

 現在の IT リーダーには、
技術的な能力だけでなく、
文化的な能力も
必要とされています。

 こうしたアプローチを採用すると、リー
ダーは、組織の適応力、分散化、透明性
の向上につながるビジョンを確立して共有
できます。

 最 近 の BCG Research に よる 調 査 で、
リーダーの参加度合いは認識と実際で明
確な乖離があることがわかりました。

 この調査では、エグゼクティブの 4 分の 

3 が十分にリーダーを参加させられている
と考えていたのに対して、実際に中間管理
職を参加させるために行動していたのは 3 

分の 1 でしかありませんでした。

つまり、これらの企業の中間管理職の 
3 分の 2 が、成果を出すための意欲や
能力を持っていると感じていないこと
になります。⁴
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https://www.bcg.com/publications/2020/increasing-odds-of-success-in-digital-transformation#factor2
https://opensource.com/open-organization/resources/culture-change
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 実験してもとがめられない
継続的学習の文化を確立すると、変革に
つながる変化が起こるようになります。
これは組織が抱えるスキル不足の対処に
不可欠で、スキルの流動性の構築に
役立ちます。リーダーは組織文化において
責任のなすりつけ合いを止めさせて、
安心して学習できる環境を作る必要が
あります。非難のない振り返りは、
貴重な知見をコミュニティに
もたらします。こうして学んだ教訓は、
過去の失敗の原因を回避して
成功する方法を見いだすのに役立ちます。⁶

⁶ 「変革を起こす促進剤としてのプラットフォーム・エコシステム」、Red Hat、2021 年 11 月。

 堅固なリーダーは、単なる後援者ではなく
積極的な支持者となる必要があります。つま
り、承認の判を押したり発注書に署名したり
す る だ け で は だ め だ と い うこ と で す。

 強力なリーダーは、組織が変革からどの
ようなメリットを獲得し、個人レベルでメン
バーにどのような能力を付与するかについ
て、しっかりとしたビジョンを持ち、積極的
に共有する必要があります。そして後ろに
下がり、変化が起これるようにします。

リーダーは、
従業員が新しいアイデアを探求し、
失敗を非難されることなく、
既存の運用ルールを変更できる
安全な環境を作ります。

強力なリーダーシップとは：

前向きに取り組む空気を醸成する

ビジョンと戦略を作成して共有し、広く伝達する

コミュニケーションの障壁を取り除く

変革目標をすべての従業員の役割に組み込む

意思決定を分散化する

 「組織文化の重要性：オープンなチームを構
築するための IT エグゼクティブガイド」では、
イノベーションを促進し、チームの一致した状
態を維持できるような組織文化を構築するた
めのリーダーの役割について説明します。

https://www.redhat.com/rhdc/managed-files/rh-culture-matters-executive-ebook-f29660-202108-en_3.pdf
https://www.redhat.com/ja/resources/platform-ecosystem-catalyst-transformation-ebook


第 3 章
すばやく頻繁に失敗し、
常に学び続ける
製品管理への
戦略的アプローチ

 リーダーが製品管理に対して不確実な弱い
アプローチを採用すると、往々にして製品が
十分に開発されず、不成功に終わります。目
的とするビジネス成果に影響しない形だけの
アプリケーションの構築は、大きなコストが
かかる失策です。

 効果的な製品管理には思考の転換が必要
で、成功を収めるデジタル・トランスフォー
メーション戦略を開発することが重要です。
その戦略とは、「すばやく頻繁に失敗し、常
に学び続ける」です。

 これは、重点をプロジェクトから製品に移
すということです。プロジェクトは目標を達
成すると終了しますが、製品は組織のニーズ
の変化に伴って継続的に成長し、進化しま
す。製品は変化するユーザーのニーズと市場
要因に応じて進化し続けます。  製品を、仮定から始まってプロトタイプへとつ

ながる実験として見ることが必須です。

 未知への適応力については、
事前に計画できるものではありませんが、
練習と繰り返しによって習得し、
組織文化の一部とすることができるのです。

Red Hat Open Innovation Labs シニ
アディレクター兼グローバルリード⁷

Mike Walker (マイク・ウォーカー)

⁷ Red Hat e ブック、「試す、学ぶ、修正する：変化に対応するための IT エグゼクティブガイド」、2021 年 7 月 2 日。
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https://www.redhat.com/rhdc/managed-files/rh-executive-guide-navigating-change-ebook-f29777-202107-en_3.pdf


 製品がユーザーの希望どおりに機能しな
い場合、あるいはあまりにも使いにくい場合
は、別のアプローチを試します。仮説を立て、
それをテストするためのプロトタイプを作成
します。仮説を証明または反証できれば実
験は成功です。

 ユーザーがテストした後も製品計画がそ
のまま変わらないことは、ほとんどないとい
う事実を受け入れ、念頭に置いてください。

 チームと連携して差別化された価値の戦
略を作成することで、製品管理をメリット
として利用します。

 透明性、適応性、コラボレーション、イ
ンクルージョン、コミュニティなどの原則
への組織文化の構築に関するグローバル
リーダーの意見を、オープンオーガニゼー
ションのサイトでご覧ください。

製品管理により、ユーザーが必要として希望す
るソフトウェアを定義する戦略が策定され、以
下のことを容易にできるようになります。

ビジョンと戦略を実行可能な戦術に落とし込む

要件を作り出すよりも、迅速にテストできる仮説を考案する

モデルの検証とデータの収集を繰り返し、失敗から教訓を学
びながら少しずつ進めていく

1

2

3

優れた科学者と同様に、失敗した実験
からはためらわずに手を引きます。

12

https://opensource.com/tags/open-organization


第 4 章
3 つの経済
スコープで差別化と規模のバランス
をとる方法

 ビジョンは適切でも、そのために不適切なものを構築したの
では、開発は失敗となります。このようなときチームは通常、
長いフィードバックループに陥ったり、優れた仕事ではなくしな
くてもいい手直しをすることになります。
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規模の経済の
優先事項：

優れた運用

効率性

標準化

繰り返し可能なプロセス

ベストプラクティス

消費量の管理

迅速な差別化

イノベーションへの注力

価値の創出

柔軟性

新規市場への参入

顧客数の増加

差別化の経済の
優先事項：

 理由の一部は、差別化の経済と規
模の経済という、2 つの相反する優先
事項が同時に発生することです。

失敗が起きる
理由

 差別化の経済では、安全性ではなくス
ピードが要求されます。規模の経済では、
スピードではなく安全性が要求されます。
差別化の経済を重視しすぎると、長期的

な安定性が損なわれます。規模の経済を
重視しすぎると、迅速な短期的成功を収
められなくなります。

 これでは開発が失敗するのも無理もない
ことです。しかし、開発に注意を向けなお
して成功に方向付ける 3 番目の優先事項が
あります。それがスコープの経済です。



 3 つの経済の詳細は、Red Hat グロー
バルトランスフォーメーション担当シニ
アディレクター Jabe Bloom のブログ
投稿をお読みください。
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スコープ

規模

差別化

 スコープの経済では、消費されるだけでなく、使用中に価
値を獲得する共有可能なリソースの導入を増加させることで
これを行います。スコープの経済を開発要素に取り入れると、
信頼を築く機会が生まれます。

 それにより、開発者がコーディングに関する決定の結果を
理解できるように、チーム間のコミュニケーションを活発に
なります。また、開発者は適切な製品を適切な方法で構築し
て、適切な機能を提供するようになります。

柔軟性

自由

差別化の
経済

重点

イノベーション

規模の
経済

ユーザー
エクスペリエンス

標準規格

セキュリティ

コンプライアンス

安定性

信頼

スコープの経済では、イノベーションと
効率をサポートしながら、差別化と
規模のバランスをとります。

スコープの経済をサポートする
共有優先事項

 これらの経済のバランスを見つけると、デジタル・トランス
フォーメーションにとって適切な状況が作り出され、イノベー
ションと効率の両方をサポートするアプローチも生まれます。

開発が最大の力を発揮する条件：

先進的な開発ツールとアジャイルなプロセスを使用して、製品モ
デルを迅速に実装する

その時点で実現しうる最良の機能を提供することに重点を置く

フィードバックサイクルを高速化し、検証と教訓からの学習を
すばやく行えるようになっている

開発者がどのような環境でも自由に開発、デプロイ、管理できる
ため、イノベーションに専念できる

1

2

3

4

http://blog.jabebloom.com/2020/03/04/the-three-economies-an-introduction/


 実験はイノベーションの根源であり、
デジタル・トランスフォーメーションの
成功の可能性を高めます。そして、
実験の過程においては、多くの人々を
あなたの組織に引き付けた原点としての
魅力を輝かせることでしょう。その
魅力とは、何かを創り出すちからであり、
新たに生み出されたものの成長を見守る
喜びです。⁸

プラットフォームの単純化
を組織の目標にする

適切なアーキテクチャで
限界を超える

 次の要素であるアーキテクチャは見過ご
されがちです。しかし実際には、スケーラ
ビリティと信頼性と柔軟性、時に「非機能
要件」と呼ばれるこれらのものを維持でき
なければ、製品の機能に意味はありません。
非機能要件が満たされない場合、ソフト
ウェアは機能しないからです。

 適切な機能を持つ適切なソフトウェアを
構築するとしても、アーキテクチャの設計
が不十分だと進行に限度が生じます。

 基盤サービスは本質的にプラットフォームに
組み込まれるので、適切なアーキテクチャは
このような非機能要件の維持に役立ちます。

 事実、多くのクラウドネイティブ企業はアー
キテクチャに組み込まれた機能を使用するこ
とでメリットを受けています。
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第 5 章

適切なアーキテクチャの特徴：

安定した技術的基盤を提供する (短期目標と長期目標の
両方に適したもの)

標準化で得られる効率性とカスタマイズを行う必要性の
バランスを取る

オープンで相互運用性のあるテクノロジーを採用する

より柔軟な IT のデプロイを実現する

1

2

3

4

⁸ Burr Sutter、Deon Ballard、Marty Wesley 他、「象にダンスを教える方法：エグゼクティブサマリー」、Red Hat、2020 年 7 月。

https://www.redhat.com/cms/managed-files/co-teaching-an-elephant-to-dance-e-book-f24174-202007-en.pdf


モジュール式アプリケーションを使用して
迅速にスケーリングする

 サービスメッシュ、サーキットブレーカーパターン、キャッシ
ング、サービスディスカバリーなどのマイクロサービス技術のス
キルを開発するか、熟練したパートナーと連携しましょう。

4

標準化されたサービスを持つアーキテクチャ
を選択する

 プラットフォームによって標準が適用されれば、開発
者は設計パターンではなくドメインロジックに集中できま
す。標準化されたアプリケーション・アーキテクチャは、
標準化されたインスツルメンテーションを使用して、リ
アルタイムのパフォーマンスメトリクスを報告し、トラブ
ルシューティングを単純化します。

5

 「象にダンスを教える方法：エグゼクティブ
サマリー」で、オープンなアプリケーション・
アーキテクチャの設計方法を確認できます。
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 まずするべきなのは、プラットフォームの単
純化を組織の目標にすることです。これを達成
するには 5  つの方法があります。

アーキテクチャ要素のバランス
を適切にとる方法

アーキテクチャに
クラウド中心のアプローチを採用する

 従来型、先進的、クラウドネイティブの各アプリケーション
の最も要件の厳しい組み合わせをサポートし、どのクラウド
でも実行されるプラットフォームを選択します。

1

イベント駆動型アーキテクチャを構築し、
アプリケーションのスケーラビリティと
応答性を向上させる

 イベント駆動型アーキテクチャは、変化にすばやく適応で
きてリアルタイムで意思決定できる、柔軟なシステムを達成で
きるよう支援します。現在のシステムの状態を反映するすべて
のデータを使用して、目的のあるビジネス上の意思決定を下
します。

3

あらゆるインフラストラクチャでの一貫性を重視
し、予期しない事象を最小化する

 あらゆるインフラストラクチャに共通する抽象化レイ
ヤーにより、開発者および運用チームに、アプリケーショ
ンのパッケージ化、デプロイ、および管理の方法におけ
る共通性をもたらすプラットフォームを選びます。これに
より、ホスト環境のために異なる運用モデルを作成する
ことなく、最も合理的な場所でアプリケーションを実行
できます。

2

https://www.redhat.com/cms/managed-files/co-teaching-an-elephant-to-dance-e-book-f24174-202007-en.pdf


 この要素のバランスをとる 1 つの方法は、
SRE ( サイト信頼性エンジニアリング ) の
アプローチを IT 運用に取り入れることで
す。SRE はソフトウェアをツールとして使
用してシステムの管理、問題解決、および
運用タスクの自動化を行います。

 これまで手作業で行ってきた運用タスク
を、ソフトウェアと自動化を活用するエン
ジニアや運用チームに担当させ、ソフトウェ
アと自動化によって問題を解決し、本番シ
ステムを管理します。

第 6 章
スムーズに運用
できなければ
製品はないのと同じ
優れた運用を
実現する方法

 最後の 5 番目の要素は運用です。運用
が失敗すると、内外の変更に際して、適
切なものを適切に実行できなくなります。

 どれほど製品に優れた機能を搭載して
いても、運用が円滑に進まなければ、そ
の製品は存在しないも同然です。

 このような障害により、社会技術システ
ムは組織のミッションに悪影響を及ぼす
インシデントに苦闘することになります。
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SRE とは

https://www.redhat.com/ja/topics/devops/what-is-sre


 プラットフォーム・エコシステムは変革の
促進剤となり得ます。「変革を起こす促進剤
としてのプラットフォーム・エコシステム」
でご確認ください。

 また、組織は事後対策的なアプローチから脱却
し、レジリエンシーを備えた基盤に向けて前進で
きます。

 SRE は運用タスクの標準化と自動化によりシス
テムの信頼性を向上させるほか、段階的な改善を
支援するので、組織はリスクを受け入れながら労
力を削減できます。

この SRE アプローチにより
運用がスケーラブルになり、
非効率な運用を行うリスクが防止されます。
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 優れた運用を行うには、
デジタルなレジリエンシー (回復力) 
を備えた運用を実現し、稼働を続けるための
戦略を開発しなければなりません。
このレジリエンシーを達成すると、プロセスを
すばやく調整して脅威を予測することができます。

SRE の概念を導入することにより、信頼性の低い
コンポーネントからの回復力の基盤を確立する

自動化を取り入れて労力を削減する

リスクがあっても行動を促す

明確なメトリックを使用して結果を測定する

IT 自動化と管理を確立して、効率を向上させ、
標準化によって複雑性を削減する

1

2

3

4

5

強力な運用とは：

https://www.redhat.com/rhdc/managed-files/co-dx-platform-ebook-f30416wg-202110-en_0.pdf
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まとめ

 5 つの要素のバランスをとって、デ
ジタル・トランスフォーメーションを
成功に導く方法に関心をお持ちの場
合は、その他のコンテンツ、調査、e 

ブックも併せてご覧ください。

 5 つのすべての要素を連携させ、摩擦
が削減されたときにデジタル・トランス
フォーメーションは成功します。これらの
要素を緊密に組み合わせると、目的が明
確になり、コミュニケーションの伝達が
容易になり、リスクが低減されます。

全体的な視点から見た 
5 つの要素

ここまでそれぞれの要素を
個別に見てきましたが、
視点を変えて 
5 つの要素を組み合わせた
メリットを見てみましょう。

5 つの要素が組み合わされて、人材、プラットフォーム、プラクティスの
バランスがサポートされ、以下のことによって組織が改善されます。

安全な環境を形成する

組織の適応性、透明性、コラボレーショ
ンを開発する

製品とサービスを差別化する戦略を確立
する

戦略と効率性を提示し、特定のリソースを
最適に使用して無駄とコストを最小化する
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https://www.redhat.com/ja/solutions/digital-transformation

